
   小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名   緑化推進委員会提言の市政への反映について。 

質問要旨 

第１４期小平市緑化推進委員会が２年間の検討を重ね作成した提言書が本年３月２９

日に市長に提出された。提言書は、「小平エメラルドネックレス計画」（上水・用水・雑木

林を活用した小平市を全国・グローバルへ）と題し、計画の理念、考え方、実現のための

施策１２項目の提言としてまとめられている。この提言をどのように今後のまちづくりに

生かすことができるのか、市の考えを伺いたい。以下、理念や実現のための施策それぞれ

の市政への反映について１３点質問する。 

（１） 「小平エメラルドネックレス計画」とした計画の理念について、どのようにかん

がえているか。 

（２） 「小平上水・用水・雑木林名所案内マップの創刊」についてはどうか。 

（３） 「（仮称）小平水車公園『堰・回し掘り・築樋・水車復活』事業」についてはどう

か。 

（４） 「（仮称）中島町『雑木林特別体験ゾーン』の創設」」についてはどうか。 

（５） 「用水路を利用した水生生物採集のできる『用水路特別体験ゾーン』の新設」に

ついてはどうか。 

（６） 「鉄道各社の協力を得て、『水と緑の駅から魅力マップ』などをつくることによる、

市内・隣接市駅からグリーンロードアクセスの充実」についてはどうか。 

（７） 「昼間の観光と通勤の時間差での相互利用の可能性を活かした新しい『レンタサ

イクル システム』の創設」についてはどうか。 

（８） 「駅ごとの『水・緑名所』の創設」についてはどうか。 

（９） 「グリーンロードと魅力的な水・緑・文化施設のネットワーク化」についてはど 

うか。 

(１０) 「用水通水１００％化計画」についてはどうか。 

(１１) 「用水のビオトープ化や景観賞創設による魅力アップ計画」についてはどうか。 

(１２) 「農家の裏側の農道を連結、保存による屋敷森ゾーンの魅力保護」についてはど 

   うか。 

(１３) 「マイツリー制度などにより、市民による『おもてなし』の心を示す計画の推進」 

   についてはどうか。 

 

上記のとおり、小平市議会会議規則第 57条第２項により通告します。 

平成２８年５月３０日      小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                        受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（１／４） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 



 

    小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名   点字ブロックの整備など視覚障がい者にやさしいまちづくりに 

    ついて。 

 

質問要旨 

 視覚障がい者誘導用ブロックいわゆる「点字ブロック」の整備について、近所の視覚障

がい者の方からと、先日の市民と議会の意見交換会に参加された方から要望を頂いた。市

内における点字ブロックや音響装置付信号機など、視覚障がい者に配慮した施設整備は十

分なのか、現在の整備状況や設置の考え方、課題等について以下６点質問する。 

 

（１） 市内の点字ブロックや音響装置付信号機はどのような場所にどのような基準、考

え方、あるいは計画で設置されているのか。 

（２） 現在設置されている点字ブロックや音響装置付信号機は、十分と認識しているの

か。不足している、あるいは問題があるとの認識であれば、今後、どのように整備

していくつもりか。 

（３） 点字ブロック設置の際は、地域に居住する当事者である視覚障がい者の方々の意

見を聞いたり、立ち会ったりしているのか。 

（４） 点字ブロックや音響装置付信号機について、また、視覚障がい者への配慮したま

ちづくりについて、学校における教育や市民への啓発活動、あるいは点字ブロック

上の障害物除去活動等はおこなわれているのか。 

（５） 小川駅西口駅前道路や中宿商店街の歩道に点字ブロックを設置してほしいとの要

望を受けたが、設置できないか。 

（６）点字による誘導だけでなく、音声案内を併用するなどした新たな視覚障がい害者誘

導用ブロック（ブロックボイスという）などの導入の考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

 

    

平成２８年５月３０日        小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                       受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（２／４） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 



 

  小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名   小川駅西口再開発と周辺のまちづくりについて  

質問要旨 

小川駅西口再開発や駅西口周辺のまちづくりは現在どうなっているのか。先日、5月 29

日に再開発準備組合の総会が開催された。また、本年 3月には、多摩地域における都市計

画道路整備方針「第四次事業化計画」でこの地区の都市計画道路 3・4・10号線、3・4・

12 号線が優先整備路線に位置づけられた。これらの状況を踏まえ、その後の再開発事業

の進捗状況や駅周辺のまちづくりについて、以下６点質問する。 

 

（１）小川駅西口再開発事業は現在どのような進捗状況か。計画見直しのその後の状況や 

  今後の予定についてはどうか。 

（２）小川駅西口再開発事業の現在の課題はなにか。 

（３）小平都市計画道路３・４・10号線の府中街道までの整備について、多摩地域にお 

  ける都市計画道路整備方針「第四次事業化計画」に位置付けられたが、今後の整備は 

  どのような予定で進めようと考えているのか。 

（４）駅前を南北に通る都道（小川停車場線）の整備についてのその後の動きはあるか。 

（５）旧小平養護学校跡地の整備計画はその後どうなっているのか。 

（６）こぶし通りの小川西グラウンド西付近に設置が予定されているという信号機はいつ 

  設置されるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

上記のとおり、小平市議会会議規則第 57条第２項により通告します。 

平成２８年５月３０日       小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                       受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（３／４） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 



 

 

  小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名   認可保育園増設に伴う財政負担の現状と今後について  

質問要旨 

市では待機児童解消として、この数年間で急激に認可保育園を増設してきた。しかし、

待機児数は一向に解消されていないのが現状である。一方で、今後は人口減少、少子化が

予想される中、これほど認可保育園を整備して、小平市の財政は大丈夫なのかと心配の声

があり、保育園整備に伴う財政負担の現状と課題をわかりやすく市民に説明する必要があ

ると考える。また、将来的に、保育事業はどのような計画で、どのように運営しようと考

えているのか。これら今後の認可保育園と財政について確認したいというのが質問の主旨

である。以下３点質問する。 

 

（１）小平市は平成２２年まで、認可保育園を創らない方針で、多様な保育形態で保育事 

  業を行ってきたが、平成２３年以降は毎年認可保育園の増設してきた。平成２３年度 

  以降、平成２８年度（予定を含む）の各年度ごとの①待機児数、②増設園数、③増え 

  た定員数、④増設の整備費、⑤増設に伴う運営費を年度ごとに示してほしい。 

（２）今後の待機児解消のための方策は。 

（３）財政への影響と課題をどのように認識し、どのような展望をもってその解決を図る 

  のか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、小平市議会会議規則第 57条第２項により通告します。 

平成２８年５月３０日       小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                       受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（４／４） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 


